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                              注：      は、補強の対象部位を示す 

車枠のアクスルストッパの形状が不適切なため、緩衝時にアクスルがストッパーに当たった場合、車枠に亀裂

が発生するものがある。そのため、そのまま使用を続けると、亀裂が進行し、最悪の場合、車枠の堅ろう性が損

なわれるおそれがある。 

 

改善措置の内容： 全車両、アクスルストッパに補強プレートを追加する。 

 

識別： 補強プレートの有無で識別する。 
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